
 

 
塩見研では物質の磁気的性質（磁性）・トポロジーに注目して、

磁性体における物性物理学の実験研究を行っています。物質

試料の合成から物性計測まで一貫した研究を行うことで、世

界で誰も見たことのない新現象の開拓に挑んでいます。永久

磁石を代表例とする物質の磁性は、物性物理学において最も

歴史の長い分野の一つであるに加えて、スピントロニクスと

して応用物理学上も重要な分野です。新しい物理現象の開拓

が実用にまでつながるような優れた研究成果を生み出すこと

を大きな目標にしています。 

 

トポロジカル・スピントロニクスおよび 2D スピントロニクス 
トポロジーは、もともと数学の一分野ですが、最近では物

質科学の分野でも重要な概念であることが指摘されています。

最も代表的な例が、トポロジカル絶縁体を始めとするトポロ

ジカル物質です。トポロジカル物質においては、電子のスピ

ン自由度と電荷自由度が強く結合しており、超高効率なスピ

ントロニクス素子が実現可能であると言われています。スピ

ントロニクスは固体中の電子が持つ電荷とスピンの両方の自

由度を工学的に応用する分野であり、次世代エレクトロニク

スの基盤技術として期待されています。我々は、トポロジカ

ル物質のスピントロニクス応用に関して先駆的な成果をあげ

ており、世界的にも評価されています。最近では遷移金属ダ

イカルコゲナイドのような層状構造をもつ 2 次元物質でのト

ポロジカル現象にも着目し、輸送現象や光学応答の観点から

スピントロニクス基礎研究を行っています。 

物性物理学において、トポロジカル物質や 2 次元物質の積

層によるファンデルワールスヘテロ接合超格子は世界的に盛

んに研究されています。その中で我々は 2 次元物質において

電子系のみならずスピン波（マグノン）におけるトポロジカ

ル現象の開拓も世界に先駆けて達成しています。このように

塩見研では幅広い視点から、トポロジカル・スピントロニク

スおよび 2D スピントロニクスの研究を行っています。 

磁性金属における磁気圧電効果の研究 

圧電効果とは、特定の種類の物質材料に圧力を加えて歪み

を生じさせることで、電圧が発生する現象をいいます。身近

な応用としてライターの着火石があり、圧力を加えて高電圧

を発生させることでガスに着火しています。圧電効果はセン

サーやアクチュエーターなどの電子機器にも利用されており

エレクトロニクスにおいて重要な物理現象ですが、主流であ
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【トポロジカル絶縁体】トポロジカル絶縁体の表面はスピ

ン流が流れており、スピントロニクス応用が期待される。 

    
【磁石（磁性体）の応用と基礎】（上図）磁石の応用の

例。(下図)電子スピンとスピンホール効果。電流により

磁気の流れである「スピン流」が生成される。 



る圧電効果材料は有害な鉛を含んでおり、環境負荷の低減の

ために鉛フリーの圧電効果材料開発が熱望されています。 

我々は、これまでの圧電効果研究で見逃されていた磁性金

属に注目し、物理的に新しい圧電応答である磁気圧電効果を

世界で初めて観測しました。物質材料が金属である場合には、

圧電効果により生じた電気分極は、動き回る多量の電子によ

り通常は打ち消されてしまいます。そのため金属材料は圧電

効果を発現しないと考えられてきました。我々は物質の磁性

を利用することでこの常識を打ち破り、鉛フリー圧電効果材

料開発の新しい設計指針を提示しました。 

 理論提案によれば導電性がよいほど圧電性能が上がると期

待されるため、従来は圧電特性との共存が難しかった導電性

と磁性を合わせ持った複合機能材料の開発が可能となり、ス

ピントロニクス応用も期待されます。基礎物理学的にも、磁

気圧電効果はトポロジー効果や奇パリティ多極子など最新の

物性物理学における重要キーワードとも関連することが指摘

されており、今後の研究発展に期待がもたれます。 

 

その他（新物質の合成、超伝導体などとの接合試料の合

成、数値計算による解析、分野横断的試み） 

塩見研では、学生の興味に応じて研究テーマを選択できま

す。例えば、主な実験手法として試料合成を行うか、物性計

測を行うかの選択が可能です。試料合成においては、バルク

物質試料、薄膜試料、ナノワイヤ試料などの新しい物質試料

の合成を行い、磁気物性の研究やスピントロニクス応用を目

指します。また、ファンデルワールスヘテロ接合などの手法

により、超伝導体などのエキゾチック物質と磁性体を接合し

た複合磁性体物質の開発も行っています。物性計測において

は、磁気輸送現象測定、圧電効果測定、スピン流計測、磁気

光学イメージング測定などが現在進行しているテーマです。 

物性理論研究室との合同ミーティングや異分野の理論研究

者との議論も活発に行っています。塩見研でも、計算用パソ

コンを用意し、バンド計算やマイクロマグネティクス計算に

よる数値計算に基づく実験結果の解析も行っています。 

塩見研は、各メンバーの興味や自主性を大切にし、幅広い

研究テーマを扱いたいと考えています。学生からの分野横断

的な creative なアイデアも歓迎します。
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学生へ一言 

研究活動は新しいことの達成を目指すのですから、挑戦の連続です。挑戦すれば、たくさんの失敗

をします。失敗したら当然つらいですが、あきらめずに試行錯誤して成功までたどり着けば、失敗

は失敗でなくなります。挑戦の連続である研究活動にまい進し、それがうまくいったときの喜びを

一緒に味わいませんか。 

研究室のメンバー 

修士課程 2 名, 博士課程 3 名 (出身大学：東京工業大、東京大、東京理科大、早稲田大など) 

    

【磁気圧電効果】磁気圧電効果を使うことで、圧電性・

磁性・導電性を併せ持った複合機能材料が生まれる。 


